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平成28年度臨床研修修了発表会
平成29年3月10日（金）に北海道大学医学部フラテホールにて平成28年度北海道大学病院初期臨
床研修修了発表会が開催され、41名の2年目研修医の中から、厳正な抄録審査で選ばれた12名が、
SEA（Significant Event Analysis）の手法を用いて研修中の最も印象に残った出来事を発表しました。
発表後、審査員の評価によって上位3名と研修医の投票による上位1名が選出されました。受賞さ
れたみなさまには、平野センター長より「賞状」と「副賞」を贈呈させていただきました。

●Most Impressive Presenter 2016 Gold Prize
小住英之 先生
「家族の想いに応える難しさ」

●Most Impressive Presenter 2016 Silver Prize
渡邊一永 先生
「医師患者関係って難しい」

●Most Impressive Presenter 2016 Bronze Prize
深瀬理沙 先生
「救急科に搬送されたCPAの１例」

●研修医特別賞
植田隆太 先生

「2年間で起こした印象的な自分のミス」

2年目の先生方、2年間大変お疲れ様でした！
修了おめでとうございます！！

発表会後の祝賀会の様子

わが国の長期戦略において，「国際化」は重要な位
置づけにあります。医療の現場も例外ではなく，医療
技術の輸出や海外への人材派遣など「アウトバウンド
事業」や，海外からの患者や医療研修者の受け入れな
ど「インバウンド事業」が着手されていますが，これ
らを推進する人材の確保が欠かせません。
国際化に適応し能力を発揮できる医療人の育成は、
当院が果たすべき重要なミッションの１つと捉え，本
プログラムを設置しました。次代を担うPhysician
Scientistの養成を目指し，早期から国際的な環境の中
で経験値を高める機会を提供してゆきます。
詳細につきましては，当院プログラム説明会などで
今後公表してゆきますので，ご期待ください。

「国際的医療人育成プログラム」
導入される！

平成30年度より



次号のお知らせ
鹿児島地域医療研修だより
新専門医制度最新情報 他
7月頃発行予定です。お楽しみに♪

ご意見・お問い合わせ
北海道大学病院臨床研修センター
〒060-8648札幌市北区北14条西5丁目
T E L ：011-706-7045
MAIL：sotsugo@med.hokudai.ac.jp

イベントカレンダー
●医学生 ●6年生、既卒生 ●研修医 ●後期研修医 ●指導医

●04月03日(月) 平成29年度採用者オリエンテーション
●04月05日(水) 新規採用者多職種合同研修・歓迎会
●04月10日(月) 4月診療科研修開始
●●04月23日(日) 臨床研修病院合同ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ2017札幌
●04月下旬 第1回定期面談
●●06月04日(日) 第7回JMECC ( 内科救急 ICLS講習会 )
●06月上旬 研修プログラム説明会(6年生対象)
●06月16日(金) 研修プログラム説明会(5年生対象)
●●07月16日(日) レジナビFair 2017 東京
●●●07月30日(日) 内科研修合同説明会 (ロイトン札幌 )
●08月05日(土) 平成30年度プログラム第1回採用試験
●●08月09日(火)10日(水)夏の病院見学会・プログラム説明会
●08月12日(土) 平成30年度プログラム第2回採用試験

夏の病院見学会・プログラム説明会 2017年8/9(火)～10(水)
詳細はホームページまたは次号をご覧ください。

春の病院見学会
・プログラム説明会
を開催しました！！

見学者のみなさんに感想を聞いてみ
ると「研修医とのランチ座談会で沢山
の話が聞けた」「希望の診療科見学で
科の雰囲気がわかりモチベーションが
上がった」など嬉しい言葉をいただき
ました。夏の見学会は８月９～10日を
予定しています。詳細は次号または
ホームページをご覧ください。

研修医座談会で裏話が聞ける！医療の最先端が見れます！

2017年
3/23(木)
開催

教育型CPCを開催しました！！
H30年度から「新専門医制度」が導入されますが，新制度では「リサーチマインドの涵養」が
重視されています。バランスのとれた良い臨床医を目指すには，初期臨床研修中からリサーチマ
インドの涵養を図ることは極めて重要です。
教育型（参加型）CPC (Clinico-Pathological Conference) は，数名の研修医で剖検症例を担当し，
臨床側の立場から症例提示を行ない，臨床指導医や病理指導医を交えたディスカッションを通じ
て，論理的かつ客観的に臨床経過を振り返ることで，臨床能力の向上が図られ，リサーチマイン
ドの涵養にも繋がると言われています。
当センターでは，H28年度から病理学講座の協力を得て，下記４回教育型CPCを開催しました。
いずれも開催前に，①担当研修医による診療録確認，②診療科担当医との事前打ち合わせ，③病
理担当医との事前打ち合わせなど，入念に準備しました。本年度も継続して開催する予定となっ
ています。

＜平成２８年度教育型CPC担当症例＞
●９月：拡張型心筋症（多臓器不全合併）
●10月：MDS（急性心筋梗塞・消化管出血合併）
●11月：胃癌（多臓器転移・重症感染症合併）
●12月：肺小細胞癌（癌性髄膜炎合併）


